

































































































































































































































































































































































































































である。それはたしかに、非常に厳密な諸集団の利益（第一に農業、次に保護され 産業等々）を生ぜしめるものであるが、いまだ有機的に解決しようと努力しない、間接 結果次第の国民的生活のおびただ い矛盾を《調和させる》ために必要な《組み合わせの精神〈
spiritodicom
binazione 〉 》の、早い話が基礎に対して段階とシステムなき、永続性なきものである。こうした官僚制


































































































































ける各人の背景の差異が、知的資源 格差と て反映される。当時ブルジョア階級に属する者は、 「実際に生活し闘う前に、学校で、自己の階級精神で飽和させられ、生活と経験の中に姿を現すように鍛えられ、あらかじめ形成された概念で既に闘争 準備ができ おり、支配者 ることを理解している支配 の枠型にはめ込ま ている」が、労働者階級は「科学的知識を系統的に奪われ〈
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いかなる意味 おいても各職業に「秘事」が存在せ 市民社会から 「脱走兵」が存在 ない状態なの あ 。　
また、君主のような「伝統」による公共性の確保も論外である。 「伝統」そのものが問題なのではなく、特定の























































































































































































































































































































































































































a costruzione del partito com
unista 1923 ─1926,E
inaudi,1971,p.59. 石堂清倫編、重岡保郎・植村邦・上杉聡彦訳
『グラムシ政治論文選集③』五月社、一九七九年、一〇四頁。必要に応じ独自訳。脚注
57まで同。
（
5（）　
ibid,p.（0. 同右、一〇四～一〇五頁。傍点は筆者による。
（
57）　
ibid. 同右、一〇五頁。
（
5（）　
山脇前掲、一三一頁。
（
59）　
前掲『 【新版】ドイツ・イデオロギー』 、六八頁。
（
（0）　
清眞人「ヘイト・ポリティックスを超える政治文化の追求」 、 『唯物論』九一号、東京唯物論研究会、二〇一七年一一月、二一～二
法学志林
　
第一一六巻
　
第一号

二〇
二頁。
（
（1）　
この点で、 『一九八四年』における「ニュースピーク」はオーウェルの慧眼であった。
（
（2）　
Q
7, §
（0,p.91（. 合Ⅵ、一六六頁。
